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学習会のご案内

「沖縄と⽇⽶安保「沖縄と⽇⽶安保」」
講師：仲⼭ 忠克 弁護⼠
１１⽉１６⽇（⾦）１５時〜１７時

於：航空連フェニックスビル
仲山忠克さんプロフィール：１９４９年沖縄県石垣市に生まれ、１９８０年弁護士登録。

反戦地主弁護団、代理署名沖縄県知事弁護団、高江訴訟弁護団。自由法曹団常任幹事、

沖縄革新懇代表世話人、ゆい法律事務所所属

世界一危険な基地に「欠陥機」オスプレイ強行配備
９月９日のオスプレイ配備反対の県民大会には１０万を超える県民が集まりました。にもかかわ

らず、野田内閣は９月１９日欠陥機であるオスプレイの「安全宣言」を行い、配備を強行しました。

「飛行は人口密集地を避ける」、「ヘリモードでの飛行は基地内に限定する」、「転換モードでの飛行

はできる限り限定する」など日米政府が合意した安全対策は無視され、人口密集地・住宅地上空の

飛行が傍若無人に行われています。

さらに米兵による集団暴行事件も発生しました。沖縄復帰以降、沖縄県警が把握しているだけで

１２７件もの女性暴行事件が起こっています。これは氷山の一角で、被害に遭いながら泣き寝入り

せざるを得なかった女性ははるかに多いのです。「綱紀粛正・再発防止」は聞き飽きたというのが

沖縄県民の気持ちではないでしょうか。米軍基地がある限り悲惨な事件は無くなりません。

「全ての米軍基地の撤去を」が沖縄県民の多数の声に・・・

沖縄本島の２割が米軍基地にされている沖縄県民の願いは、「世界一危険な普天間基地の閉鎖・

撤去」から、「全ての米軍基地の撤去」を求める声に変わりつつあります。また首相や防衛大臣が
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「安保条約があるので、何も言えない」主旨の発言をしているのに対し、多くの県民は「それなら

安保条約をなくせばよい」という声を上げるようになってきています。

沖縄のことをもっと知ろう！！安保のことももっと知ろう！！

「日米安保条約」を読んだことがありますか？
日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約（抜粋）

前文・第 1111条（平和の維持のための努力）略

第2222条（経済協力の促進） 締約国は、その自由な諸制度を強化することにより、これらの制度の基礎をなす原則の理解を促進する

ことにより、並びに安定及び福祉の条件を助長することによって、平和的かつ友好的な国際関係の一層の発展に貢献する。締約国

は、その国際経済政策におけるくい違いを除くことに努め、又、両国の間の経済的協力を促進する。

第 3333条（自衛隊の維持発展） 締約国は、個別的に及び相互に協力して継続的かつ効果的な自助及び相互援助により、武力攻撃

に抵抗するそれぞれの能力を憲法上の規定に従うことを条件として維持し発展させる。

第 4444条（随時協議）・・・

第5555条（（共同防衛）各締約国は、日本国の施政の下にある領域における、いずれか一方に対する武力攻撃が、自国の平和及び安

全を危うくするものであることを認め、自国の憲法上の規程及び手続きに従って共通の危険に対処するように行動することを宣言す

る。（以下略）

第 6666条（基地の許与） 日本国の安全に寄与し、並びに極東における国際の平和及び安全の維持に寄与するため、アメリカ合衆国

は、その陸軍、空軍及び海軍が日本国において施設及び区域を使用することを許される。２ 前記の施設及び区域の使用並びに日

本国における合衆国軍隊の地位は、1952年 2月 28日に東京で署名された日本国とアメリカ合衆国との間の安全保障条約第 3条

に基づく行政協定（改正を含む）に代わる別個の協定および合意される他の取極により規律される。

第 7777条（国連憲章との関係） 第 8888条（批准） 第 9999条（旧条約の失効）・・・略

第 10101010条（条約の終了） ２・・・この条約が十年間効力を存続した後は、いずれの締約国も、他方の締約国にたいしこの条約を終了

させる意思を通告することができ、その場合には、この条約は、そのような通告が行われた後 1年で終了する。

安保条約をなくしたらどんな日本になる・・・？
１，国民多数の世論があれば、10条を使ってすぐに破棄できます。世界では多数の国々が次々と軍事同

盟を解消しており、軍事同盟を結んでいる国は少数になっています。

２，沖縄はじめ全国の米軍基地をいっぺんになくせます。アジアと世界の平和への大きな貢献になるでし

ょう。撤去費用はアメリカ持ちで、思いやり予算など、毎年7000億円ものお金が国民のために使えるよ

うになります。

３，米軍基地が無くなれば、アジアに非核化と軍縮の流れを作ることができます。憲法 9条にもとづく平和

外交を積極的に展開することで、戦争の根拠地から平和の発信地へ変わります。

４，第 2条の経済協力条項が無くなり、経済面での「アメリカ言いなり」を根本から断ち切り、国民生活優

先の政治へ変わるでしょう。

５，安保条約をなくしても、日米友好条約を結ぶことで、対等平等な日米関係が確立されます。

大勢の方の参加をお待ちしています
案内：京浜急行穴守駅下車徒歩５分 航空連フェニックスビル 大田区羽田５－１１－１４


